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――前町長と議会の対立が
出馬のきっかけだったが、そ
の後修復されたのか。
副町長がやめるなどこのまま
では行政として何も進められな
いという危機感があった。私は
総務・企画に携わり町長を支え
る立場だったが、町を変えなく
てはとの思いから出馬に踏み切
った。要はコミュニケーション
不足。真摯に向き合うことで、
議会との関係は通常化している。

――マニフェストでは60項
目を掲げた。検証を含め、ど
のような手順で進める。
まず、知のネットワークづく
りとして旭川大学と街づくりな
どで連携するため、包括協定を
結んだ。役所内にこもっていて
は良いアイデアは出てこない。
外部からの知恵を取り入れた行
政を進める。町内には中学校ま
でしかなく、生涯学習の点から
も効果を期待している。10月

オープンした。町全体で子供を
育てようという考えだ。一連の
施策が評価されている。

――中核市に隣接する自治
体としての生き残り策は。
工業団地を整備したことで旭
川市から家具産業などが移って
きた。ただ、今後新たな企業誘
致が出来るかというと難しい。
地域としてどう食べていくのか。
旭川空港が立地している利点を
生かすには、空の駅をはじめ、
はなかぐら森林公園など観光拠
点をさらに整備する必要がある。
もう一つは地域力の強化だ。
2013年度には町民も参加し、
地域別の街づくり計画を策定す
る。町ではもともと公民館活動
が盛んで、地域ごとに宝探しを
してもらう。そうした中で、徳
島県上勝町の『葉っぱビジネ
ス』のようなコミュニティビジ
ネスが生まれると良い。町でも
味噌、スプラウト（かいわれ大
根）など土壌はある。
（聞き手は
� 旭川支局長　川井　幸司郎）

から中学生までの医療費無料化
を始めるなど、短い期間で実現
したものもある。町内に立地す
る旭川空港を拠点に地域産業や
観光の懸け橋となる「空の駅」創
設など時間がかかる。マニフェ
ストで掲げた内容を実現するた
めに総合計画に順次、反映させ
る形で進めたい。４年後にどれ
だけ進んだか検証することにな
ると思うが、数値合わせそのも
のには意味がないと考えている。

――人口が増えて人口に占
める子供の比率も北海道内一
だが、人を呼び込む秘訣は。
「花のまち」づくりで全国的
に有名になったが、町民が町全
体を小ぎれいにしようという意
識が強く、４～10月までの間
の年４回、ゴミ拾いや草刈りな
ど「一斉清掃」を実施している。
「花のまちづくり条例」を制定
し、生活環境をより良くするた
めの新たな方策を考えたい。旭
川市のベッドタウンとして人口
１万人に迫っているが、市と違
うのは子育て政策の充実だ。待
機児童問題もある中で10月か
ら学童保育、子育て支援、高齢
者サロンが一体となった施設が
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